
従来の専門分野を超え、持続可能かつ生存可能な人類社会、生態系及び地球系の構築に貢献する人材を養成する 

 現代の地球社会では、巨大自然災害、突発的人為災害・事故、環境劣化・感染症などの地域環境変動、食料安全
保障、といった危険事象や社会不安がますます拡大しています。本学位プログラムでは、京都大学の9研究科と3研

究所が協力することで、「グローバル生存学」という新たな学際領域を開拓し、地球社会・地域社会における安全安
心の担保に寄与できるグローバル人材を養成します。 

 
 
教育学研究科、経済学研究科、 
理学研究科、医学研究科、 
工学研究科、農学研究科 
アジア・アフリカ地域研究研究科 
情報学研究科、地球環境学舎 
 
防災研究所、生存圏研究所、 
東南アジア研究所 

                  自然的・社会的現象の 
                  メカニズムの理解 

                 予知・予測に基づく予防科学、 
                  復興科学の知識と知恵 

                  人の適応（医療、心理、 
                  ライフスタイル、リハビリ） 

                  社会の適応（経済、公共 
                  政策、地域研究など） 

社会・安全システム科学分野
のアカデミック・リーダー（一級
の研究者・教育者） 

世界を股にかけて活躍する
国際的な危機管理リーダー 

災害・事故や経済危機に的確に
対処し、企業経営を安定的・持続
的に行える企業リーダー 

食料・資源・エネルギー・防災など
の安全保障政策の決定に指導力
を発揮する国や地域のリーダー 

新しい分野を開拓する起業家 
新ビジネス（ベンチャー）リーダー 
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グローバル生存学大学院
連携ユニット 

国際スクール（海外武者修行） 

リーディング科目群（必修科目、選択、各研究科提供科目） 英語による講義 

博士課程５年コース  

学位研究 
（所属研究科） 

博士学位 
論文執筆 

学位論文研究 
（調査・実験・解析） 

５年次 ４年次 ３年次 ２年次 

修士論文 
 又は博士予備論文 

研究と執筆 

１年次 

専門科目 
コースワーク 

博士課程教育 
リーディング 
プログラム 

 
「グローバル 
生存学」 
課程 

 

京都大学博士 
（各研究科） 
   ＋ 
グローバル 
生存学課程 
修了 学際ゼミナール（異分野複数教員による継続的融合教育） 

フィールド実習 

産学連携プロジェクト（Ⅰ）、（Ⅱ） 

国際共同プロジェクト 

全体 
ゼミ 

インターンシップ 

研修生や講師として参加し、国際的教育・討論の場を経験 

専門的実力 

人間的魅力 

社会的俯瞰力 

ケース学際・融合教育の実践 
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実際の現場で短期/長期実習を行なうことで、実践の場を経験 

Qualification 
(Selection) 

参加する研究科
より選抜 

Qualifying 
Examination 

最終審査及び
学位認定 

設定したレベルに学生が到達したか
どうか、厳格かつ客観性のある評価 

大学、行政、企業等との連
携・国際プロジェクトなどに
参加することで、国際経験や
実務力を高める 

博士課程教育リーディングプログラム 【複合領域型ー安全安心ー】 

京都大学 グローバル生存学大学院連携プログラム 
Inter-Graduate School Program for Sustainable Development and Survivable Societies   

Kyoto University  

① 全学組織「リーディング大学院学位プログラム運営機構」を設置し、全学的な学位の質保証の仕組みを構築する。 

② 総合大学の特長を生かし、９つの大学院と３つの附置研究所が連携し、単独の大学院・専攻では実現できない学際融
合的な体制（大学院連携）の中で優れた教育・研究を展開して、有能な学生自らが育っていく環境を整える。 

③ ケース・メソッド（CM）や問題（プロジェクト）解決型学習（PBL)を適用し、安全安心分野における現場主義・対話主義を基
調とした人材育成の新しい「京大モデル」を確立する。 

京都大学博士
（総合学術） 

＝ 


